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Ⅰ
．

障
害

児
の

現
状

 

１
．

 「
障

害
児

」
は

「
子

ど
も

版
障

害
者

」
で

は
な

く
「

障
害

の
あ

る
子

ど
も

」
⇒

児
童

福
祉

法
で

の
支

援

２
．

 「
障

害
児

」
の

範
囲

に
つ

い
て

３
．

 自
閉

症
等

発
達

障
害

の
増

加

４
．

 障
害

の
重

複
化

の
問

題

５
．

 障
害

の
重

度
化

の
問

題

 Ⅱ
．

障
害

児
通

園
施

設
の

状
況

 

１
．

 障
害

児
通

園
施

設
と

児
童

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

（
以

下
、
「

通
園

施
設

等
」
）

の
設

置
状

況

２
．

 一
般

保
育

所
で

の
障

害
児

保
育

の
増

加

３
．

 通
園

施
設

等
の

問
題

 Ⅲ
．

障
害

児
通

園
施

設
の

課
題

 

１
．

 障
害

種
別

で
分

け
ら

れ
て

お
り

身
近

な
地

域
で

支
援

が
受

け
に

く
い

２
．

 定
員

外
の

児
を

支
援

で
き

る
制

度
基

盤
が

弱
い

３
．

 施
設

に
通

え
な

い
子

ど
も

は
支

援
で

き
な

い

４
．

 都
道

府
県

ご
と

の
「

重
層

的
支

援
体

制
」

が
構

築
さ

れ
ず

地
域

格
差

が
大

き
い

５
．

 相
談

支
援

機
能

が
弱

い
：

家
族

・
家

庭
支

援
機

能
・

地
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

機
能

が
弱

い

Ⅳ
．

平
成

20
年

度
障

害
者

保
健

福
祉

推
進

事
業

（
障

害
者

自
立

支
援

調
査

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）

～
「

地
域

に
お

け
る

障
害

児
の

重
層

的
支

援
シ

ス
テ

ム
の

構
築

と
障

害
児

通
園

施
設

の
在

り
方

に
関

す
る

研
究

」
か

ら
～

 

１
．

 通
園

施
設

等
の

一
元

化
 

２
．

 通
園

施
設

等
の

支
援

機
能

の
拡

大
（

定
員

外
・

施
設

外
へ

の
支

援
、

学
齢

期
支

援
）

 

３
．

 都
道

府
県

に
お

け
る

重
層

的
発

達
支

援
体

制
の

構
築

 

４
．

 「
気

に
な

る
」
「

育
て

に
く

い
」

段
階

か
ら

の
支

援
 

５
．

 障
害

児
相

談
支

援
事

業
の

創
設

 

６
．

 障
害

児
支

援
の

実
施

主
体

に
つ

い
て

 

      

児
童

福
祉

法
の

改
正

 

・
障

害
児

通
園

施
設

の
一

元
化

（
児

童
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
の

創
設

）
 

・
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
事

業
（

障
害

児
の

放
課

後
支

援
）

 

・
保

育
所

等
訪

問
支

援
事

業
（

施
設

に
通

え
な

い
障

害
児

の
訪

問
支

援
）

 

・
障

害
児

相
談

支
援

事
業

（
障

害
児

に
加

え
親

/
家

族
も

対
象

に
し

た
生

活
支

援
）

・
身

近
な

地
域

で
の

発
達

支
援

 

・
増

加
す

る
発

達
障

害
児

へ
の

対
応

 

・
障

害
児

通
園

施
設

の
有

効
利

用
 

・
地

域
格

差
の

解
消

 

・
乳

幼
児

か
ら

成
人

期
ま

で
 

一
貫

し
た

支
援

体
制

の
構

築
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＊
「

も
し

そ
の

子
が

サ
ー

ビ
ス

や
支

援
が

得
ら

れ
な

け
れ

ば
、

後
に

発
達

障
害

の
基

準
を

満
た

す
確

率
が

高
い

場
合

は
『

発
達

障
害

』
に

含
ま

れ
る

．
」

Ⅰ
．

障
害

児
の

現
状

 

１
．

 「
障

害
児

」
は

「
子

ど
も

版
障

害
者

」
で

は
な

く
「

障
害

の
あ

る
子

ど
も

」
 

⇒
 
児

童
福

祉
法

で
の

支
援

が
必

要
 

１
）

 「
障

害
児

」
は

子
ど

も
で

あ
る

。「
子

ど
も

」
と

し
て

育
成

さ
れ

る
権

利
を

保
障

さ
れ

た
上

に
、「

障
害

」
の

部
分

へ
の

支
援

が
提

供
さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

２
）

 児
童

福
祉

法
（

契
約

）
と

障
害

者
自

立
支

援
法

に
分

断
さ

れ
て

い
る

障
害

児
支

援
施

策
は

「
児

童
福

祉
法

」
に

一

元
化

さ
れ

る
べ

き
で

あ
る

。
 

２
．

 「
障

害
児

」
の

範
囲

に
つ

い
て

 

１
）

 最
大

の
「

障
害

群
」

と
考

え
ら

れ
る

自
閉

症
等

の
発

達
障

害
を

早
急

に
障

害
認

定
し

、
新

た
な

障
害

と
し

て
施

策
展

開
す

る
必

要
が

あ
る

。
「

精
神

障
害

」
と

位

置
づ

け
る

こ
と

は
現

実
的

で
な

く
、

か
つ

親
の

拒
否

感
も

強
い

と
思

わ
れ

る
。

 

２
）

 発
達

障
害

児
の

増
加

に
伴

い
、

障
害

認
定

以
前

の
「

気
に

な
る

」
段

階
か

ら
の

支
援

が
必

要
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

ア
メ

リ
カ

の
「

発
達

障
害

者
援

助
と

権
利

規
定

法
＊
」
に

規
定

す
る

よ
う

に
、
予

測
さ

れ
る

段
階

か
ら

治
療

や
支

援
が

で
き

る
よ

う
法

の
整

備
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
 

３
．

 自
閉

症
等

発
達

障
害

の
増

加
 

１
）

 平
成

14
年

度
文

部
科

学
省

実
態

調
査

に
よ

れ
ば

、
「

学
習

面

や
行

動
面

で
著

し
い

困
難

を
示

す
」
と

担
任

教
師

が
回

答
し

た

通
常

学
級

在
籍

児
童

生
徒

の
割

合
は

6.
3%

に
上

る
。

診
療

所

を
併

設
す

る
障

害
児

施
設

の
診

療
所

で
も

発
達

障
害

児
の

受

診
が

急
増

し
て

い
る

。

２
）

 周
辺

児
を

含
め

れ
ば

人
口

の
10

％
に

も
達

す
る

と
考

え
ら

れ

る
発

達
障

害
児

に
対

し
て

、
早

急
に

既
存

の
通

園
施

設
等

の
利

用
を

可
能

に
し

、
加

え
て

一
般

保
育

所
で

の
障

害
児

保
育

の
充

実
や

、
子

育
て

支
援

施
策

の
拡

充
な

ど
の

新
た

な
支

援
体

制
を

構
築

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

４
．

 障
害

の
重

複
化

の
問

題
 

１
）

 平
成

21
年

2
月

の
肢

体
不

自
由

児
通

園
施

設
実

態
調

査
で

は
、

通
園

児
の

ほ
と

ん
ど

が
知

的
障

害
重

複
例

で
あ

る
。

て
ん

か

ん
の

合
併

は
約

32
％

、
視

覚
・

聴
覚

障
害

の
合

併
は

約
24

％

に
上

る
。

知
的

障
害

児
通

園
施

設
や

難
聴

幼
児

通
園

施
設

も

同
様

で
、

重
複

障
害

例
が

増
加

し
て

い
る

状
況

が
あ

る
。

２
）

 さ
ま

ざ
ま

な
障

害
に

対
応

で
き

る
よ

う
、

障
害

種
別

に
分

か

れ
た

通
園

施
設

体
系

の
見

直
し

が
必

要
で

あ
る

。
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５
．

 障
害

の
重

度
化

の
問

題
 

１
）

 摂
食

障
害

に
よ

る
経

管
栄

養
、
頻

回
の

痰
の

吸
引

な
ど

の
「

医
療

的
ケ

ア
」
だ

け
で

な
く

、
導

尿
や

気
管

切
開

、

人
工

呼
吸

器
装

着
な

ど
を

必
要

と
す

る
「

超
重

度
障

害
児

」
が

在
宅

移
行

後
に

通
園

施
設

等
を

利
用

し
て

い
る

。

２
）

 全
国

の
N

IC
U
（

新
生

児
集

中
治

療
室

）
に

は
多

く
の

超
重

度
障

害
児

が
長

期
入

院
し

て
お

り
、

N
IC

U
の

稼
働

率
を

下
げ

て
い

る
。

重
症

心
身

障
害

児
施

設
へ

の
移

床
の

前
に

、
肢

体
不

自
由

児
通

園
施

設
な

ど
医

療
機

能
を

も
つ

通
園

施
設

と
の

連
携

体
制

が
築

け
れ

ば
、

安
心

し
て

在
宅

生
活

に
移

行
で

き
る

ケ
ー

ス
も

少
な

く
な

い
と

思
わ

れ
る

。

３
）

 し
か

し
、

医
療

型
通

園
施

設
は

全
国

12
1
か

所
し

か
な

く
設

置
状

況
の

地
域

格
差

が
著

し
い

。
今

後
、

障
害

児

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
料

の
増

額
な

ど
の

障
害

児
医

療
費

の
優

遇
策

も
含

め
て

医
療

型
通

園
施

設
の

増
設

を
誘

導
す

る
仕

組
み

が
必

要
で

あ
る

。

４
）

 N
IC

U
を

は
じ

め
と

す
る

医
療

機
関

か
ら

在
宅

へ
の

移
行

に
あ

た
っ

て
、
医

療
的

側
面

だ
け

で
な

く
福

祉
的

援
助

も
含

め
た

入
念

な
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
は

、
障

害
児

に
特

化
し

た
相

談
支

援
事

業
の

創
設

が
必

要
で

あ
る

。

Ⅱ
．

障
害

児
通

園
施

設
の

状
況

 

１
．

 障
害

児
通

園
施

設
と

児
童

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

の
設

置
状

況
（

施
設

の
不

足
と

地
域

格
差

）
 

１
）

 平
成

20
年

10
月

の
調

査
で

は
、
知

的
障

害
児

通
園

施
設

26
1
か

所
、
肢

体
不

自
由

児
通

園
施

設
99

か
所
（

肢

体
不

自
由

児
入

所
施

設
の

通
園

部
門

を
含

め
れ

ば
12

1
か

所
）
、

難
聴

幼
児

通
園

施
設

25
か

所
、

児
童

デ
イ

サ

ー
ビ

ス
事

業
1,

53
9
か

所
（

う
ち

就
学

前
児

対
象

の
Ⅰ

型
は

78
6
か

所
）

で
あ

っ
た

。

２
）

 障
害

児
通

園
施

設
は

40
7
か

所
で

ほ
ぼ

人
口

30
万

人
に

1
か

所
、

児
童

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

事
業

を
加

え
て

も
10

万
人

に
1
か

所
と

い
う

状
況

で
あ

り
、「

軽
度

発
達

障
害

児
」
や
「

境
界

域
知

的
障

害
」
を

含
め

れ
ば

10
％

に
近

い
支

援
対

象
児

に
対

応
で

き
る

状
況

に
は

な
い

。

３
）

 通
園

施
設

等
の

不
足

に
加

え
、
都

道
府

県
・
市

ご
と

に
非

常
に

大
き

な
設

置
格

差
が

あ
る

。
平

成
20

年
度

に
我

々

が
実

施
し

た
調

査
で

は
、
障

害
児

通
園

施
設

の
設

置
は

首
都

圏
、
名

古
屋

周
辺

、
関

西
圏

、
福

岡
周

辺
に

偏
在

し

て
い

る
。

そ
の

他
の

地
域

は
、

児
童

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

に
依

存
し

て
い

る
状

況
が

あ
る

。

４
）

 人
口

の
少

な
い

地
域

で
の

発
達

支
援

の
要

は
児

童
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
事

業
と

考
え

ら
れ

る
が

、
運

営
基

盤
が

脆
弱

で
、

専
門

性
や

収
容

能
力

に
も

限
界

が
あ

る
。
給

付
単

価
の

引
き

上
げ

に
加

え
て

、
障

害
児

通
園

施
設

と
の

連
携

・
協

力
な

ど
に

よ
っ

て
都

道
府

県
単

位
の

重
層

的
発

達
支

援
シ

ス
テ

ム
の

構
築

が
必

要
で

あ
る

。

２
．

 一
般

保
育

所
で

の
障

害
児

保
育

の
増

加
 

１
）

 平
成

6
年

度
に

4,
38

1
か

所
（

6,
37

3
人

）
で

あ
っ

た
一

般
保

育
所

で
の

障
害

児
保

育
の

実
施

件
数

は
、
平

成
18

年
度

に
は

7,
13

0
か

所
（

10
,6

70
人

）
に

ま
で

増
加

し
て

お
り

、
障

害
児

支
援

の
裾

野
の

広
が

り
が

み
ら

れ
る

。

障
害

児
保

育
に

算
定

さ
れ

て
い

な
い
（

診
断

さ
れ

て
い

な
い

）
発

達
障

害
児

を
考

慮
す

れ
ば

、
保

育
所

等
の

地
域

機
関

が
多

く
の

障
害

児
に

対
応

し
て

い
る

こ
と

が
窺

わ
れ

る
。

２
）

 一
般

保
育

所
や

幼
稚

園
な

ど
へ

の
障

害
児

童
の

入
園

が
増

加
す

る
に

伴
っ

て
、
保

育
所

等
か

ら
通

園
施

設
等

へ
の

情
報

提
供

や
技

術
支

援
の

依
頼

が
増

加
し

て
い

る
。
今

後
、
専

門
機

関
か

ら
一

般
保

育
所

等
へ

の
支

援
や

人
材

育

障
害

者
福

祉
施

策
に

関
す

る
ヒ

ア
リ
ン

グ
 
/
/
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成
な

ど
に

よ
っ

て
新

た
な

地
域

資
源

と
し

て
育

成
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
通

園
施

設
等

の
支

援
機

能
の

強
化

と
保

育
所

等
へ

専
門

技
術

を
提

供
で

き
る

制
度

の
創

設
が

必
要

で
あ

る
。

Ⅲ
．

障
害

児
通

園
施

設
の

課
題

 

１
．

 障
害

種
別

で
分

け
ら

れ
て

お
り

身
近

な
地

域
で

支
援

が
受

け
に

く
い

 

１
）

 障
害

児
通

園
施

設
は

三
種

別
（

知
的

障
害

、
肢

体
不

自
由

、
難

聴
）
に

分
か

れ
て

運
営

さ
れ

て
お

り
、

そ
れ

ぞ
れ

の
専

門
性

を
培

い
な

が
ら

発
展

し
て

き
た

。
し

か
し

、
障

害
種

別
に

分
か

れ
て

い
る

た
め

に
、
子

ど
も

の
障

害
が

違
え

ば
身

近
な

地
域

で
支

援
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

ず
、
遠

方
の

施
設

へ
の

通
園

を
余

儀
な

く
さ

れ
た

り
、
入

所

施
設

に
入

所
せ

ざ
る

を
得

な
く

な
る

状
況

が
あ

る
。

２
）

 一
方

、
施

設
側

と
し

て
も

入
園

対
象

児
を

限
定

さ
れ

て
い

る
た

め
に

定
員

充
足

率
が

低
下

し
、
重

度
化

や
両

親
の

就
労

等
に

伴
う

出
席

率
の

低
下

な
ど

も
加

わ
っ

て
、
貴

重
な

療
育

資
源

を
有

効
に

提
供

で
き

て
い

な
い

状
況

も
あ

る
。

３
）

 こ
の

よ
う

な
状

況
を

踏
ま

え
、
中

央
児

童
福

祉
審

議
会

障
害

福
祉

部
会

は
平

成
8
年

3
月

に
「

障
害

児
通

園
施

設

の
統

合
（

一
元

化
）
」

を
意

見
具

申
し

て
い

る
。

２
．

 定
員

外
（

入
園

未
契

約
）

の
児

を
支

援
で

き
る

制
度

基
盤

が
弱

い
 

１
）

 現
在

の
制

度
で

は
、

施
設

の
利

用
に

は
親

の
障

害
受

容
を

前
提

と
し

て
契

約
が

結
ば

れ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

ゆ
え

に
、
確

定
診

断
が

つ
い

て
い

な
い

時
期

や
親

の
障

害
理

解
が

進
ん

で
い

な
い

時
期

に
は

、
発

達
支

援
が

で
き

な
い

状
況

が
あ

る
。

２
）

 診
断

さ
れ

に
く

い
障

害
（

軽
度

発
達

障
害

等
）

の
増

加
や

「
利

用
・

契
約

制
度

」
の

導
入

に
伴

っ
て

、
入

園
契

約

を
せ

ず
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
の

医
療

的
発

達
支

援
の

み
を

希
望

す
る

例
が

増
加

し
て

い
る

。
加

え
て

、

障
害

が
な

く
と

も
育

児
困

難
や

育
児

不
安

に
対

し
て

障
害

児
施

設
の

専
門

性
を

求
め

ら
れ

る
場

面
も

多
い

。

３
）

 定
員

外
の

相
談

や
支

援
に

対
応

で
き

る
制

度
は

、
平

成
15

年
度

に
一

般
財

源
化

さ
れ

た
「

障
害

児
（

者
）

地
域

療
育

等
支

援
事

業
（

現
在

：
障

害
児

等
療

育
支

援
事

業
）
」

の
み

で
あ

り
、

現
在

で
は

財
政

状
況

等
に

よ
っ

て
実

施
さ

れ
て

い
な

い
県

も
出

て
き

て
い

る
。
入

園
契

約
が

な
く

て
も

柔
軟

に
発

達
を

支
援

で
き

る
制

度
を

国
庫

事
業

と
し

て
復

活
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

３
．

 施
設

に
通

え
な

い
子

ど
も

は
支

援
で

き
な

い
 

１
）

 「
障

害
が

重
度

の
た

め
外

出
や

通
園

が
で

き
な

い
」「

両
親

の
就

労
の

た
め

通
園

で
き

な
い

」「
通

園
施

設
等

に
通

園
す

る
に

は
抵

抗
が

あ
る

」
な

ど
の

理
由

に
よ

っ
て

施
設

へ
の

通
園

が
困

難
な

子
ど

も
が

増
え

て
い

る
。

２
）

 「
障

害
へ

の
早

期
対

応
」
「

早
期

か
ら

の
育

児
支

援
」

と
い

う
観

点
か

ら
、

乳
幼

児
健

診
な

ど
で

障
害

と
最

初
に

関
わ

る
保

健
セ

ン
タ

ー
や

行
動

上
の

問
題

が
初

め
て

明
ら

か
に

な
る

保
育

所
な

ど
に

、
通

園
施

設
等

が
巡

回
等

の

方
法

に
よ

っ
て

支
援

で
き

る
制

度
が

求
め

ら
れ

る
。

３
）

 多
く

の
発

達
障

害
児

は
集

団
の

中
で

問
題

が
出

現
す

る
。
ゆ

え
に

、
治

療
や

指
導

は
集

団
の

中
で

実
施

さ
れ

る
必

要
が

あ
り

、
保

育
所

等
の

場
で

専
門

的
な

支
援

を
希

望
す

る
例

も
増

加
し

て
い

る
。
こ

の
点

か
ら

も
、
通

園
施

設

等
か

ら
保

育
所

等
に

出
向

い
て

発
達

を
支

援
で

き
る

制
度

が
必

要
で

あ
る

。
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４
．

 都
道

府
県

ご
と

の
「

重
層

的
支

援
体

制
」

が
構

築
さ

れ
ず

同
じ

都
道

府
県

内
で

も
地

域
格

差
が

大
き

い
 

１
）

 通
園

施
設

等
の

地
域

格
差

に
つ

い
て

は
前

述
し

た
が

、
同

じ
都

道
府

県
内

で
も

人
口

が
多

く
福

祉
に

熱
心

な
市

町

と
、
人

口
過

疎
で

あ
っ

た
り

福
祉

に
熱

心
で

な
か

っ
た

り
す

る
市

町
村

で
は

大
き

な
格

差
が

存
在

す
る

。
ど

ん
な

地
域

で
生

ま
れ

育
っ

て
も

、
ま

た
ど

ん
な

障
害

が
あ

っ
て

も
最

低
限

の
発

達
支

援
を

受
け

ら
れ

る
体

制
を

作
る

こ

と
は

都
道

府
県

の
重

要
な

責
務

で
あ

る
。

２
）

 ど
ん

な
地

域
で

も
必

要
な

発
達

支
援

が
受

け
ら

れ
る

た
め

に
は

、
市

町
村

（
一

次
圏

域
）
、

障
害

保
健

福
祉

圏
域

（
二

次
圏

域
）
、

都
道

府
県

（
三

次
圏

域
）

を
分

け
、

日
々

通
園

で
き

る
場

と
専

門
機

関
と

の
役

割
分

担
を

明
確

に
し

て
、
三

次
機

関
か

ら
巡

回
・

訪
問

や
職

員
研

修
等

の
方

法
で
「

専
門

性
」
を

施
設

の
な

い
地

域
に

も
展

開
す

る
体

制
が

考
慮

さ
れ

ね
ば

な
ら

な
い

。

５
．

 相
談

支
援

機
能

（
家

族
・

家
庭

支
援

機
能

・
地

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
機

能
）

が
弱

い
 

１
）

 子
ど

も
の

地
域

で
の

育
ち

を
優

先
さ

せ
な

が
ら

必
要

な
サ

ー
ビ

ス
を

必
要

な
時

期
に

的
確

に
提

供
し

て
い

く
に

は
、

子
ど

も
の

障
害

を
的

確
に

診
断

す
る

診
療

機
能

だ
け

で
な

く
、

対
象

児
と

そ
の

家
族

の
支

援
ニ

ー
ズ

を
判

断

し
て

「
個

別
支

援
計

画
」

を
作

成
し

、
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

を
地

域
の

資
源

も
含

め
て

確
保

し
提

供
す

る
ケ

ア
マ

ネ

ジ
メ

ン
ト

機
能

が
必

要
に

な
る

。
し

か
し

、
通

園
施

設
に

は
相

談
支

援
担

当
職

員
の

配
置

基
準

は
な

く
、

大
半

の

施
設

が
対

応
で

き
て

い
な

い
現

状
が

あ
る

。

２
）

 障
害

児
の

支
援

は
、

地
域

生
活

支
援

の
た

め
に

「
横

の
連

携
（

地
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

）
」

を
図

る
こ

と
が

中
心

に

な
る

成
人

期
の

支
援

と
違

い
、

発
見

か
ら

発
達

支
援

、
学

校
へ

の
移

行
、

思
春

期
の

問
題

解
決

な
ど

「
縦

の
連

携

（
継

続
支

援
、
移

行
支

援
）
」
も

重
要

な
課

題
で

あ
る

。
障

害
児

の
育

児
支

援
と

発
達

支
援

の
要

と
な

る
通

園
施

設

等
は

、
地

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

築
き

縦
と

横
の

連
携

を
図

る
相

談
支

援
機

能
を

も
た

ね
ば

な
ら

な
い

。

３
）

 子
ど

も
の

障
害

が
判

明
し

た
頃

の
親

は
動

揺
し

、
先

の
見

え
な

い
不

安
感

で
一

杯
に

な
る

。
ま

た
、

通
園

施
設

等

か
ら

卒
園

し
保

育
所

や
学

校
に

移
行

す
る

時
に

も
不

安
は

高
ま

る
。

こ
の

よ
う

な
親

の
育

児
を

支
援

し
、

継
続

し

た
生

活
支

援
に

つ
な

げ
る

相
談

支
援

機
能

が
通

園
施

設
に

は
乏

し
い

。

４
）

 親
の

失
業

や
離

婚
、

育
児

不
安

、
き

ょ
う

だ
い

の
問

題
な

ど
家

族
へ

の
支

援
が

必
要

な
こ

と
が

多
い

。
子

ど
も

の

発
達

支
援

を
有

効
な

も
の

に
す

る
た

め
に

は
、

こ
の

よ
う

な
問

題
の

解
決

が
図

ら
れ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
こ

の

た
め

に
も

障
害

児
に

特
化

し
た

相
談

支
援

事
業

が
必

要
で

あ
る

。

Ⅳ
．

平
成

2
0
年

度
障

害
者

保
健

福
祉

推
進

事
業

（
障

害
者

自
立

支
援

調
査

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）
 

～
「

地
域

に
お

け
る

障
害

児
の

重
層

的
支

援
シ

ス
テ

ム
の

構
築

と
障

害
児

通
園

施
設

の
在

り
方

に
関

す
る

研
究

」
か

ら
～

 

１
．

 通
園

施
設

等
の

一
元

化
 

１
）

 三
障

害
に

分
か

れ
た

障
害

児
通

園
施

設
と

児
童

デ
イ

サ
ー

ビ

ス
を

統
合

、
一

元
化

し
て

、
少

な
い

発
達

支
援

資
源

の
有

効

活
用

を
図

る
。
一

元
化

さ
れ

た
通

園
施

設
等

の
名

称
は

、「
気

に
な

る
」
段

階
か

ら
の

支
援

が
で

き
る

施
設

と
し

て
「

障
害

」

「
通

園
」

と
い

う
語

句
を

外
し

て
「

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ

障
害

者
福

祉
施

策
に

関
す

る
ヒ

ア
リ
ン
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ー
（

定
員

2
0

人
未

満
は

『
事

業
』
）
」

と
す

る
。

２
）

 施
設

ご
と

に
培

わ
れ

た
「

専
門

性
」

を
普

遍
化

す
る

た
め

に
、

職
員

研
修

や
職

員
交

流
、

情
報

交
換

な
ど

の
シ

ス
テ

ム
を

国
の

責
任

で
制

度
化

す
る

。

３
）

 障
害

児
に

対
す

る
医

療
機

能
の

充
実

を
図

る
た

め
に

、
診

療
所

を
併

設
す

る
通

園
施

設
を

「
医

療
型

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

」
と

し
、
「

医
療

費
収

入
」

を
医

師
や

療
法

士
等

の
医

療
専

門
職

の
確

保
に

充
て

る
。

２
．

 通
園

施
設

等
の

支
援

機
能

の
拡

大
（

定
員

外
・

施
設

外
へ

の
支

援
、

学
齢

期
支

援
）

 

１
）

 障
害

児
の

増
加

傾
向

に
対

応
す

る
た

め
、

施
設

定
員

を
「

一
日

利
用

定
員

」
と

し
て

利
用

の
増

加
を

図
る

。

２
）

 入
園

し
て

い
な

い
児

、
通

園
で

き
な

い
児

な
ど

へ
の

発
達

支
援

の
た

め
に

、
定

員
外

支
援

や
訪

問
・

巡
回

型
支

援
を

可
能

と
す

る
新

規
事

業
を

創
設

す
る

（
「

障
害

児
等

療
育

支
援

事
業

の
国

庫
事

業
化

」
も

し
く

は
「

保
育

所

等
訪

問
支

援
事

業
」

の
創

設
）
。

３
）

 学
齢

期
の

障
害

児
を

対
象

に
し

た
放

課
後

の
発

達
支

援
の

た
め

の
事

業
と

し
て

、
障

害
児

通
園

施
設

、
児

童
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
と

も
に

「
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
事

業
」
を

実
施

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
こ

の
事

業
に

よ
っ

て
、

学
齢

期
障

害
児

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

や
ソ

ー
シ

ャ
ル

ス
キ

ル
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
等

が
実

施
で

き
る

。

３
．

 都
道

府
県

に
お

け
る

重
層

的
発

達
支

援
体

制
の

構
築

 

１
）

 都
道

府
県

に
よ

っ
て

発
達

支
援

資
源

に
は

大
き

な
格

差
が

あ
る

。
ま

た
、

都
道

府
県

の
中

で
も

、
市

町
村

の
姿

勢
や

人
口

密
集

度
に

よ
っ

て
発

達
支

援
資

源
の

設
置

状
況

は
画

一
で

は
な

い
。

障
害

の
あ

る
子

ど
も

達
が

、
適

切
か

つ
専

門
的

な
発

達
支

援
を

身
近

な
地

域
で

過
不

足
な

く
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

は
、

都
道

府
県

－
市

町
村

が
協

働
し

て
「

重
層

的
発

達
支

援

体
制

」
を

構
築

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

以
下

に
階

層
ご

と
に

要
と

な
る

施
設

を
考

察

す
る

と
、

①
身

近
な

地
域

で
子

ど
も

の
日

々
通

う
場

所
を

提
供

す
る

「
保

育
所

等
の

地
域

機
関

」
。

②
市

町
村

域
（

一
次

圏
域

）
で

、
よ

り
障

害
に

特
化

し
て

発
達

を
支

援
し

親
・

家
族

の
日

常

的
な

相
談

に
対

応
し

て
い

く
「

児
童

発
達

支

援
事

業
（

＝
児

童
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
）
」
。

③
障

害
保

健
福

祉
圏

域
（

二
次

圏
域

）
を

対
象

に
し

て
、

専
門

的
発

達
支

援
機

能
を

も
ち

職

員
数

や
施

設
面

で
充

実
し

た
機

能
を

有
す

る
「

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

（
＝

障
害

児
通

園
施

設
）
」
。

④
都

道
府

県
全

域
（

三
次

圏
域

）
を

射
程

に
入

れ
医

療
的

専
門

性
を

も
ち

、
障

害
保

健
福

祉
圏

域
の

「
児

童
発

達

支
援

セ
ン

タ
ー

」
を

支
援

し
つ

つ
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

機
能

も
有

す
る

「
総

合
発

達
支

援
機

関
（

＝
医

療
型

障
害

児
施

設
で

あ
る

肢
体

不
自

由
児

施
設

、
重

症
心

身
障

害
児

施
設

な
ど

）
」
。
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障
害

者
福

祉
施

策
に

関
す

る
ヒ

ア
リ
ン

グ
 
/
/
 
資

料
 

 
全

国
肢

体
不

自
由

児
通

園
施

設
連

絡
協

議
会

 
 

20
09

.1
1.

26
.

 

7
 /

 7
 

 

２
）

 上
記

の
よ

う
な

重
層

的
な

発
達

支
援

体
制

を
都

道
府

県
の

責
任

で
構

築
で

き
る

制
度

的
、

財
源

的
基

盤
を

構
築

す
る

必
要

が
あ

る
。

４
．

 「
気

に
な

る
」
「

育
て

に
く

い
」

段
階

か
ら

の
支

援
 

１
）

 従
来

の
障

害
児

支
援

で
は

、
「

障
害

の
認

定
」

を
前

提
と

し
た

「
利

用
契

約
」

が
必

要
で

あ
り

、
「

障
害

が
確

定

す
る

前
」
「

親
が

障
害

を
認

め
て

い
な

い
時

期
」

に
は

支
援

で
き

な
か

っ
た

。

２
）

 今
後

の
発

達
支

援
で

は
、
「

育
児

に
困

っ
た

」
「

発
達

が
ち

ょ
っ

と
気

に
な

る
」

な
ど

の
時

期
か

ら
対

応
で

き
る

柔
軟

な
制

度
設

計
が

必
要

で
あ

る
。

５
．

 障
害

児
相

談
支

援
事

業
の

創
設

 

１
）

 家
庭

や
保

育
所

に
い

る
「

発
達

的
に

気
に

な
る

子
」

の
親

の
相

談
に

の
り

、
家

庭
状

況
も

勘
案

し
つ

つ
医

療
機

関
や

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

へ
の

来
所

に
つ

な
ぎ

、
発

達
支

援
の

た
め

の
「

個
別

支
援

計
画

」
作

成
を

進
め

、

ま
た

学
校

等
へ

の
移

行
支

援
も

司
る

障
害

児
に

特
化

し
た

相
談

支
援

事
業

の
創

設
が

必
要

で
あ

る
。

２
）

 児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

に
は

、
障

害
児

相
談

支
援

事
業

の
受

託
を

義
務

化
し

専
任

の
職

員
（

仮
称

・
発

達
支

援
専

門
員

）
を

配
置

す
る

必
要

が
あ

る
。

６
．

 障
害

児
支

援
の

実
施

主
体

に
つ

い
て

 

１
）

 障
害

児
へ

の
発

達
支

援
の

実
施

主
体

は
市

町
村

に
移

管
す

る
。
児

童
福

祉
法

に
基

づ
く

発
達

支
援

の
実

施
主

体
が

市
町

村
に

な
れ

ば
、

最
も

身
近

な
自

治
体

に
よ

る
地

域
特

性
に

応
じ

た
き

め
細

か
な

対
応

が
行

わ
れ

る
こ

と
が

期

待
で

き
る

。
加

え
て

、
“横

の
連

続
性

（
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
）

”と
“縦

の
連

続
性

（
児

童
か

ら
成

人
へ

）
”の

双
方

を
確

保
す

る
と

い
う

観
点

か
ら

も
、

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

（
事

業
）

の
実

施
主

体
は

市
町

村
で

あ
る

こ
と

が
望

ま

し
い

。

２
）

 し
か

し
、

現
在

存
在

す
る

「
地

域
格

差
」

は
「

市
町

村
の

努
力

の
差

」
で

あ
る

。
実

施
主

体
を

市
町

村
に

移
行

す

る
こ

と
に

よ
っ

て
地

域
格

差
を

さ
ら

に
広

げ
る

危
険

性
が

あ
る

。
市

町
村

に
よ

る
通

園
施

設
等

の
設

置
を

促
す

施

策
が

必
要

で
あ

る
と

と
も

に
、

市
町

村
へ

の
移

行
後

も
都

道
府

県
等

に
よ

る
調

整
機

能
が

必
要

で
あ

る
。

３
）

 通
園

事
業

等
は

市
立

を
中

心
と

し
た

公
立

が
多

い
。
実

施
主

体
が

市
町

村
に

な
れ

ば
、
設

置
市

在
住

の
子

ど
も

に

偏
っ

た
支

援
と

な
り

地
域

格
差

の
拡

大
に

つ
な

が
る

危
険

性
が

あ
る

。
一

方
、

他
市

の
利

用
希

望
の

把
握

が
困

難

に
な

り
、

施
設

利
用

定
員

に
空

き
が

あ
っ

て
も

他
市

在
住

児
の

利
用

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

困
難

に
な

る
。

こ
の

点

に
つ

い
て

も
、

都
道

府
県

（
児

童
相

談
所

）
の

調
整

機
能

や
情

報
収

集
機

能
を

残
す

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

    

- 1
 - 

通
園
施
設
の
「
一
体
化
」
か
ら
「
一
元
化
」
に
備
え
て

 
(
財
団

)
日
本
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
発
達
支
援
部
会

 

児
童
通
園
施
設
・
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
分
科
会

 

座
長

 
 
米
川

 
晃
（
柏
学
園
／
広
島
）

 

 は
じ
め
に

 

平
成

20
年

6
月
福
祉
協
会
作
成
の
「
重
層
的
障
害
児
支
援
構
想
図
」
（
資
料
１
）
に
つ
い
て

 
 

 
「
障
害
児
支
援
の
見
直
し
検
討
会
」
報
告
書

 

 
 
「
社
会
保
障
審
議
会
障
害
者
部
会
」
報
告

 

 
 
「
障
害
者
自
立
支
援
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
（
平
成

21
年

3
月

31
日
提
出
／
廃
案
）

 

 １
．
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
総
合
的
な
支
援

 

 
 
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

 
→

 
《
市
町
村
事
業
》

 

 
 
【
通
所
に
よ
る
支
援
】

 
 

 
 

 
 
①
児
童
発
達
支
援

 

 
 

 
 
②
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

 

  
  

  
〈
相
談
支
援
〉

 

  
  

  
  
①
障
害
児
相
談
支
援

 

 
 

 
 
②
一
般
的
な
相
談
支
援

 

  
  

  
〈
訪
問
に
よ
る
支
援
〉

 

 
 

 
 
①
保
育
所
等
訪
問
支
援

 

 ２
．
障
害
児
等
療
育
支
援
事
業

 
→

 
《
都
道
府
県
事
業
》

 
 

 
(1

) 
現
状
：
平
成

19
年
度
全
国
緊
急
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
よ
り

 
 

 
 
全
国

25
4
施
設
中

18
8
施
設
回
答
。
回
収
率
：

74
.0
％

 
 

 
 
受
託
状
況
：
①
実
施
し
て
い
る
：

 
 

 
 

 6
4
施
設
（

34
.0
％
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
②
実
施
し
て
い
な
い
：

 
 

 
11

3
施
設
（

60
.1
％
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
③
不

 
明
：

 
 

 
 

 
 

 
 

11
施
設
（

5.
9％
）

 
 

(
2
)

 ①
訪
問
療
育
等
支
援

 
 
②
外
来
療
育
等
支
援

 
 
③
施
設
支
援

 

 ３
．
通
園
施
設
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
の
在
り
方
に
つ
い
て

 
 ４
．
こ
れ
か
ら
備
え
る
こ
と

 

 
 

(
1
)
支
援
体
制
を
整
え
る

 
→

 
職
種
の
充
実
と
連
携
・
協
力
態
勢

 

 
 

(
2
)
人
材
育
成
を
怠
ら
な
い

 
(3

)施
設
設
備
を
考
え
る

 

(
4
)
障
害
児
等
療
育
支
援
事
業
の
委
託
実
施

 

 お
わ
り
に
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(財)日本知的障害者福祉協会

（歳）120 1 2 3 4 5 6 7 8 17 18

重層的障害児支援構想図

13 14 15 169 10 11

保育･教育機関
（都道府県/市町村）

第１次

発達支援圏域
（市町村）

第３次

発達支援圏域
（都道府県に１～２ヶ所）

第２次

発達支援圏域
（障害保健福祉圏域に

１～２ヶ所）

医

療

支

療

育

支

家

族

支

地

域

支

療

育

支

医

療

支

家

族

支

療

育

支

地

域

支

家

族

支

・アセスメント

・個別支援計画

・ケア計画

・サービス調整

保育支援・幼児教育

特別支援教育

・アセスメント

・個別支援計画

・ケア計画

・サービス調整

・個別支援計画

・ケア計画

・サービス調整

・保育計画

・指導案

・個別教育計画

子育て支援（就労支援）

日中預かり レスパイト

タイムケア 遊びの広場

保育所/認定こども園

保健センター

児童デイサービス療育型

･地域支援

･地域支援

人

材

養

人

材

養

子育て支援・生活支援事業(日中一時支援）

幼稚園

発達総合支援センター

療

育

支

家

族

支

地

域

支

人

材

養

・アセスメント

・個別支援計画

・ケア計画

・サービス調整

子

育

て

支

学童保育事業

発達・療育支援事業(児童デイサービスⅡ型）

学校教育機関

障害児入所施設（知的障害児施設）

・地域支援

・地域支援

地域支援・地域支援

発達支援センター

1

3

現在の難聴幼児通園施設設置都府県

50
難聴幼児通園施設
設置開始

聾学校早期教育

2

難聴幼児通園施設のなりたち

昭和50年　制度改革

盲ろう施設の中に位置づけられる。

強度の難聴の幼児を保護者のもとから通わせて、必要
な指導訓練を行う。

0歳から就学前まで

設置基準のハードルの高さ

ろう学校との競合

4

現在の難聴幼児通園施設

難聴のある子どものみ支援している施設

難聴以外の子どもへの支援も行っている施設

言語にかかわる子どもへの支援

言語発達遅滞

構音障害

コミュニケーションに関わる支援

特に「障害者自立支援法」以降
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5

難聴の子どもへの支援

新生児聴覚スクリーニング
そのシステムとケアの方向性

補聴器　聴覚学習

人工内耳
術後とその支援

家族支援　地域支援
保育年齢前

働く家族への支援　保育所との併行通園

保育年齢以降　並行通園

就学

地域社会での難聴の支援と理解
長期的でシステム的な課題

1999/8/28

7

難聴児通園施設
オリブ園の例

当初より一元化

難聴児出生率の問題

家族支援

相談部門の設立

地域社会への導入

ネットワーク

地域参加

新スク・健診への参加

児童デイサービス事業の現状と
通園一元化の展望

　　2010.2.25．全国児童発達支援協議会　全国研修会

　　　　　　　　　　　　全国発達支援通園事業連絡協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局長　加藤　淳

　　　　　　　　　　　　　　　　　(名古屋・デイサービスちよだ)

3

心身障害児通園事業

• もともと通園事業は、三種別の通園施設の機能を
補完するために誕生した。

• 最低基準を満たすことの出来なくても、国の補助
金を受けて市町村で実施可能。

• おおむね15対２の配置基準のため、親子通園で
実施された。

• 診断、判定は不要。契約、自己負担もなし。

　　　　乳幼児健診後の受け皿

　　　　｢気になる段階｣からフォロー可能

6

難聴以外の子どもへの支援

何を支援するのか

子育て　子どもの理解

言語　コミュニケーション　運動　ソーシャルスキル

家族支援　地域支援

保育年齢前

働く家族　保育所との併行通園

保育年齢以降　並行通園

就学　

支援の目標・理念

地域社会の中で共に豊かに自己実現できる方向に

8

一元化への展望

一元化の性格

様々な一元化

難聴・言語の支援を可能とする通園（各地域に1〜2）
自己完結的でない通園

地域資源の活用　

乳幼児期の支援の縦割りからの脱却

地域社会の中で共生するための支援

2

児童デイの生い立ち

• 72～　心身障害児通園事業(国補助金事業)
• 98～　障害児通園デイサービス）事業(同上）

• 03～　�����　児童デイサービス事業　

• 06～　障害��立���　

　　　　　　　　　　　Ⅰ型　児童デイサービス事業

　　　　　　　　　　　Ⅱ型　児童デイサービス事業

4

障害児通園(デイサービス)事業

• 概ね１２歳まで対象拡大。

• 利用の仕組み等は変更なし。

• 障害者プラン（９５）で、０２年までに１３００箇所(重
心通園３００箇所を含む)に増やす目標。

　　　　　→空き教室利用可能。５名規模からＯＫ

• デイサービスという名称の導入された。　
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5

児童デイサービス事業(支援費制度)

• 受給申請と受給者証

　　　　学齢児はいいが、乳幼児の受け皿としては機
　　

　　　　能が果たせない

• 契約と出来高払い

• 利用者負担は、応能負担だが原則１割

• 指定、支払い等は市町村

• 居宅支援事業の位置づけ　　　　　　

7

児童デイが果たしてきた役割①

• 診断、判定なし。自己負担なして、自治体(委託も
含めて)の事業として、乳幼児期の療育体系の一

翼を担ってきた。

• 今話題になっている｢気になる」段階からの支援を
まさに実践していた。

• 包括的な補助金であったため、登録、出欠等にか
かわりなく、地域の機関と連携して、家族ごと支援
することが可能だった。

• 何よりも、保護者の「障害受容」に寄り添ってきた。

9

児童デイが果たしてきた役割③

• 　他に行くところのない乳幼児と

　　　学校に行っている学齢児を同じ事業で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　対応する矛盾

　　　　→０６自立支援法のⅠ.Ⅱ型の指定基準

　　　　　　　　　※Ⅱ型は廃止し、

　　　　　　日中一時支援(市町村事業)で対応の方向。

　　　　　

　　　

11

今後(一元化後)の展望

• 発達支援・家族支援・地域支援の身近な拠点とし
て役割を引き続き担っていく。

• 事業の誕生時点から障害種別は無く対応してき
た。

• 報酬単価の｢一元化｣は５：1を4：1に。

　　　　　　　　 →単独保育も可能に。

• 間接処遇は、サビ管１の配置から、管理者、事務、
業務士等の配置可能に。

　　　　　　　　→給食の実施、往復送迎など

6

児童デイサービス事業(障害者自立支援法)

• 受給申請、受給者証、契約、出来高払い

　　　　　　　　　　　＋応益負担

• 指定は都道府県、支払い等は市町村

• Ⅰ型、Ⅱ型の２タイプで指定、支払いが行われる

　　　　　　

8

児童デイが果たしてきた役割②

• ０３支援費以降

　　　　受給申請（診断・判定）

　　　　受給者証(障害児の記載)・契約　　　　　

　　　　利用負担１割　　　

　　　　　｢気になる」段階からのフォローを難しくした

　　　　　　　　　　　　　　

10

児童デイが果たしてきた役割④

• 　０９．３．自立支援法・児童福祉法一部改正案

　　　Ⅰ型は、就学前児童の支援

　　　　　｢児童発達支援事業(センター)｣に「一元化」

　　　Ⅱ型は、学齢児の支援

　　　　　｢放課後型デイ｣に独立　　

　　　

12

今後(一元化後)の展望②

• 学齢の放課後・長期休暇中の余暇支援について
は、デイ廃止の方向から一転して｢放課後型デイ｣
で継続の方向。

• 乳幼児との混在を整理できる。
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13

今後の課題(乳幼児)

• そもそも事業所が足りない。

　　　　　　→市町村が、設置計画を持つ必要

• 最低基準のクリアのため、とりわけ施設整備等の
国庫補助が必要。

　　　　　　→療育システムの拠点のひとつと位置づ　

　　　　　　　ければ、街づくりの必須項目に。　

15

今後の課題(学齢児)

• 中・高生の対応。→施設・設備も含めて

• 学齢児の生活を丸ごととらえ、生活の組み立て、

　余暇の質、思春期の問題などに対応するために。

　　　サビ管の位置づけ。

　　　地域自立支援協議会等とのかかわり。

　　　地域の関係機関との連携。

　　　　　　学校、児相、相談支援事業所、他の障害　

　　　　　　福祉サービス事業所など

　　　　　　　　→内容をどうつくるか
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14

今後の課題(乳幼児)

• 契約、利用実績の範囲だけでは、｢気になる｣段階
からの支援、障害受容に寄り添う支援が充分にで
きない。

　　　　　　→｢気になる｣段階からの仕組みが必要

　　　　利用の「敷居」を低くすることが、不可欠。

　　　　診断・判定・契約はいらない

　　　　利用負担は無し、または軽減を
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1

養育者の障害受容と
　　　　　　　　　　　メンタルヘルス　

社会福祉法人麦の子会
知的障害児通園施設むぎのこ

総合施設長　北川聡子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3

喪失と罪悪感

妊娠中から期待していた家族イメージ・
子育てイメージの喪失

「期待した健康な子どもの死」－精神分
析の考え方

段階説

①ショック②否認③悲しみ・怒り④適応

罪悪感ー障害児を生んだのは自分のせ
い？しつけの問題？

5

慢性的悲哀

障害の問題は、一生の問題であるため

人生のいろいろな出来事の時に悲しみ
が沸き起こってくる。

慢性的悲哀ーオーシャンスキー

「段階説は、専門家がつくったものでいつ
もいろんな感情が入り混じる」－メーガン

7

発達障害と虐待

虐待の問題は養育者自身の虐待体験

育てにくさからくるイライラ感、怒りを子ど
もに向けてしまうことへの罪悪間が悪循
環を生み出す

行動を修正しようとして、さらに反抗的態
度が強まる－支援者は向いあう必要が

ある。

代理ミュヒハウゼン

2

障害の告知ーそれぞれの場合

子どもの障害に青天のへきれきのように
突然直面する場合ーダウン症や脳性ま
ひなど先天的な障害

育ちの中で、少しづつ感じ取っていく場合
ー言葉の遅れ、自閉症、ADHD、高機能
自閉症

4

心的外傷と怒り

告知や養育者の状況により、十分なケア
がされないと、心的外傷になってしまう場
合がある。

不安・感情の鈍痲、回避などのストレス
状況

怒りの処理がうまくいかないと、パートナ
ーへ、専門家へ、社会へ、子どもへ向か
うことがある。

ドクターショッピングについて

6

ADHD・高機能自閉症

障害のある子の子育ての大変さ。

泣きやまない子、睡眠障害、パニック、

集団の中での不適応、他児とのトラブル

想像を絶するつらさと怒りが　子どもに向
かう場合がある。

養育者のせい、育て方が悪いー周囲の
視線、厳しいしつけと強くなる癇癪と反抗
と悪循環

8

負の感情と肯定

わが子の障害ー親にとって家族にとって
価値観や人生そのものに変化をもたらす
落胆、罪悪感、悲嘆、怒りなど精神的な
混乱を支えていく役割

負の感情は、当たり前のこととして寄り添
っていく必要性ー子どもへの肯定に

これらの感情を経験し、シェアし、悲しみ
をしっかり体験しとうすこと、サポートされ
ることで、成長につながり、人生の深い意
味を見出すことにつながる。
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9

心理的ノーマライゼーションとサポート

心理的ノーマライゼーションとは、今まで
の生活には戻れないけれど、障害がある
子どもと共に新しい普通の生活をしてい
くこと

サポートが当たり前という概念の登場

肯定だけではなく、否定したい気持ちも
大切な気持ちという支援の大切さ

子どもの権利擁護

11

ドア・ツー・ドア

13

兄弟への支援

15

お母さんへの支援　

〈グループカウンセリング〉
　
　　・受　　容

　　・サポート

　　・成　　長

　　・情報提供

　　・治　　療
　　・社 会 化

10

個別家族支援計画

12

ホームヘルパー

14

相 談 支 援

〈メンタルヘルス〉

アタッチメント

子どもは関係性の中で育つ。

養育者の心の状態が少しでも健康なもの
であることが大切。

グループカウンセリング

個人カウンセリング

セルフケアグループ　

トラウマワーク　

16

個人カウンセリング
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17

子どものセラピー

19

21

仲 間 と 共 に

23

Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｍｏｔｈｅｒｓー支援する側へ

ホームヘルパー

18

ピアカウンセリング

20

IN 父島

22

子どもを支えるお母さんグループ

キャンプの打ち合わせ

24

ファミリーキャンプwithパパ

１７０人が参加しました
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25

27

未来を豊かに

自分の気持ちを安全な場で語れること

気持ちを支援者や仲間に肯定されること

子どもを肯定し、大変な子育てに向かい
合っていく覚悟

障害のあるわが子と共に、新しい人生を

歩むこと

子どもとの関係性を豊かにし、かわいい
と思えるための支援の在り方

22

１．障害児通園施設の役割

(１)発達支援
　　　　　　　・・・「子どものねがい」の実現のために

(２)家族支援
　　　　　　　・・・安心して子育てをするために

　　 (３)地域支援
　　　　　　　・・・あたりまえに地域で暮らすために

44

１ー(１)発達支援

　　　　 療育を保障し、発達を促す　

　　　　　

☆療育とは・・・
　　　子ども集団の中で個別支援プログラムに基
　　づく取り組みと、保育士（指導員）という専門職
　　が、他の専門職との連携のもとですすめられる
　　教育につながる発達保障

26

障害がある子どもと家族の課題

核家族化から、弱さを持った子どもをとうして
のつながり　

能力主義から、人間の本来持っているひとり
ひとりの素晴らしさ

生まれてきてよかった。あなたの存在はその
まま受け入れ愛される。

人生はあなたのもの

一人ぼっちじゃない助けを求めていいんだ　　

　　　　　　　　　　　　　　　

障害児通園施設における家族支援とは

障害児母子通園施設

　仙台市なのはなホーム園長

　　　　　　　　　加々見ちづ子

支援
発達支援

家族支援

地域支援

私たちの目指す
支援とは

55

生活リズムを整理し、基本的生活習慣の獲得を促す


